
今月の聖句「いつまでも残るのは信仰と希望と愛、これら３つです。」
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ある二人の方が、同じ病にかかりました。死に至る程の病ではなく、治療すれば治る病であっ
たにもかかわらず、一人の方は完治し、もう一人の方は亡くなってしまいました。理由は、一方は
希望を持ち、他方は希望を失ったからです。後者は死に至る病であるわけではないのに、そのこ
とが心の大きな重荷となり、やる気をなくし、みるみるうちに元気を失っていきました。希望の有無、こ
れはとても大きなことであることが分かります。
「いつまでも残るのは信仰と希望と愛、これら三つです。」これは聖書の中でもよく知られている

言葉の一つです。信仰と希望と愛、それは永遠なもの、変わらない普遍的真理であるということ
です。信仰と希望は、神さまの存在と救いを信じ希望していくことです。一方、愛はその信仰と
希望が形となって現わされることであり、神さまとの共同作業です。親子の愛であれ、夫婦の愛
であれ、兄弟姉妹の愛であれ、友達同士での愛であれ、その現れ方は違っても、本質におい
て愛に変わりはありません。揺るぎない信じる存在があり、失わない希望があるところには、そのよう
な具体的な目に見える愛の行為が生まれます。
まだまだコロナ禍の生活が続く中で、希望を失いやすい状況にありますが、むしろこういう時に

こそ、希望を持ち続けることが大切なのです。
協力牧師 池田基宣

２０２０年度 年主題〈こころが満たされる〉
0･1･2歳児３月主題 「だいすき」 3･4･5歳児３月主題 「希望をもって」
月のねがい 月のねがい

◎神さま、イエス様を大好きと感じる(0)◎外に出て風や花や虫 ◎いつも一緒にいて下さる神さまを信頼し、大きくなることを楽しみにする。
など春の自然を感じる(0)◎保育者や友だちへの親しみと信頼が ◎友だちと工夫して遊ぶ楽しさを十分味わう。◎友だちや保育者とのつながり
深くなり、安心して過ごす(0)◎「だいじょうぶ」と言ってくだ を喜び、心が満たされる。◎これまで守って下さった神さまが、これからも導
さる神さまに感謝する(1.2)◎大好きな友だちと進級を楽しみに待 いて下さることを信じ、感謝する。◎様々な場面で自分の思いや考えを表し、
つ(1.2)◎自分でできることが増えて自信をもって生活する(1.2) 友だちと互いに分かち合いながら取り組む。

まだまだ寒い日もありますが、こども園には菜の花や桜の花が

咲き始めました。園内をお散歩していると色々な草花をじーっと見

つめたり、「きれい！」と喜んだりして少しずつ春の訪れを子どもた

ちと感じる今日この頃です。

１月の後半から持久走大会に向け、園内のロータリーを走って

お稽古！アップダウンのある道を何周も走り、その後も園庭遊びで

は元気にサッカーをし、疲れ知らずの子どもたちでした。本番はさ

すが年長児、力強く長い長い距離を止まることなく走りきることがで

きました。本当に本当にかっこよかったです！みんな、最後までよ

くがんばりました。

さて、年長児と過ごせるのもあとわず

か…。年長児の普段の園庭での姿を紹

介します！もも組も園庭で遊んでいる

と、１歳児のＡくんが二輪車の荷台に乗

せてとアピールすると、年長の男の子

が乗せてくれました。

Ａくんがにこにこしたがら“あっち！”と指差すと、「わかったよ！」

と指差した方へ…しばらく乗せて押してくれました。

「みどりのおうち」ではままごとあそび、色々なクラスのお友だちで

たくさんの料理を並べていました。その中に１歳児のＢちゃんも座

っていると、年長の女の子が「これ、食べる？」と優しく声を掛けて

くれ、ちゃんに手渡してくれました。「おいしい？」と尋ねても、ごに

ょごにょと答えるＢちゃんに、「わからないなー」と言いながらも、一

緒にままごとをしてくれました。その眼差しがまるでお母さんのよう

でした。

もも組が保育室に戻る時間になると、保育者が戻るように促すと

イヤイヤ！のもも組ですが、お兄ちゃん、お姉ちゃんに手を繋いで

戻る時はにこにこです。いつも優しく遊んでくれてありがとう♡

進級、進学まであとひと月、期待や楽しみ半分不安もあることで

しょう。ご家庭でもお子さんにゆったりと関わっていただけたら幸い

です。大好きな年長児との１ヶ月を子どもたちみんな、職員一同大

切に過ごしていきたいと思います。 大河

退職のお知らせ

坪井知子保育教諭が３月末日をもって

退職致します。皆様にはこれまで大変お

世話になりました。今までのご支援に心

より感謝申し上げます。

４月の行事予定

８日（木） 始園式

１０日（土） 入園式･ｸﾗｽ会(親子で降園)

２４日(土) 親子遠足（※弁当日）

父母の会予算総会

２７日(火) ４月誕生会

※３・４月は諸事情により変更及び

中止になる場合があります。

星とたんぽぽ
金子みすゞ

青いお空のそこふかく、
海の小石のそのように、
夜がくるまでしずんでる、
星のお星はめにみえぬ。
見えぬけれどもあるんだよ、
見えぬけれどもあるんだよ。

ちってすがれたたんぽぽの、
かわらのすきにだァまって、
春のくるまでかくれてる、
つよいその根はめにみえぬ。
見えぬけれどもあるんだよ、
見えぬけれどもあるんだよ。

３月の行事予定

２日（火） ３月誕生会

４日（木） お別れ会･給食ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ

８日（月） 役員会、監査

９日（火） ※弁当日

１０日（水） 絵本の会ラスト公演

１３日（土） 卒園式

１９日（金） 修了式 (1号 :午前保育)
30（火）,31（水） 年度末休業日

ひ
か
り
の
子
ど
も
ら
し
く
歩
む

一
巡
り
の
旅
路

穏
や
か
で
春
め
い
て
き
た
日
々
か
ら
、
一
転
し
て
嵐
の
よ
う
な
荒
れ
る

数
日
を
味
わ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
一
雨
ご
と
に
暖
か
さ
が
増
し
、
木
々

の
葉
の
芽
吹
き
の
中
に
春
の
さ
さ
や
き
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
三
月

の
始
め
は
啓
蟄
（
け
い
ち
つ
）
と
呼
ば
れ
、
冬
ご
も
り
の
虫
が
這
い
出
し
て
く

る
季
節
。
子
ど
も
た
ち
も
一
回
り
大
き
く
な
っ
た
身
体
で
、
変
わ
ら
ず
元

気
よ
く
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。
二
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
の
効
果
も
あ
っ

て
か
、
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
も
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る

よ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
都
市
部
に
お

け
る
医
療
・
介
護
施
設
な
ど
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
保
護
者
の
た

め
に
、
休
み
無
く
保
育
を
続
け
て
お
ら
れ
る
保
育
者
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら

敬
意
を
表
し
、
平
安
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

幼
児
期
の
生
活
は
、
家
族
と
い
う
親
し
い
人
間
関
係
の
生
活
か
ら
、
生

活
の
場
や
他
者
と
の
関
係
、
興
味
や
関
心
が
急
激
に
広
が
る
世
界
と
も

い
え
ま
す
。
ま
さ
に
依
存
か
ら
自
立
へ
の
始
ま
り
で
す
。
は
じ
め
て
の
集
団

生
活
で
、
多
く
の
友
だ
ち
と
活
動
を
展
開
す
る
充
実
感
や
満
足
感
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
時
に
は
感
情
を
ぶ
つ
け
合
う
中
で
、
喜

び
や
悲
し
み
、
楽
し
さ
や
悲
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
自
分
の
気
持
ち
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
様
々
な
環
境
の
中
で
、
好
奇
心
や

探
求
心
を
呼
び
起
こ
す
よ
う
な
も
の
に
出
会
い
、
友
だ
ち
や
教
師
と
感

動
を
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
一
巡
り
の
旅
の

中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
経
験
し
た
多
く
の
こ
と
は
、
一
見
マ
イ
ナ
ス
に
見
え

る
こ
と
で
も
、
後
に
は
豊
か
な
恵
み
に
変
化
し
て
い
く
姿
も
知
る
こ
と
が

出
来
て
幸
い
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
輝
か
せ
る
瞳
の
光
が
私
た
ち
を
支

え
る
大
き
な
力
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
す
。

『
ひ
か
り
の
こ
ど
も
ら
し
く
あ
ゆ
み
な
さ
い
』
。い
つ
も
の
よ
う
に
年
長
児

の「
卒
園
の
歌
」の
歌
を
聞
き
な
が
ら
、こ
の
聖
句
を
卒
園
記
念
の
聖
書
に

書
き
込
ん
で
い
き
ま
す
。
一
人
一
人
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
筆
を
運

ぶ
こ
の
時
間
は
、
ま
さ
に
至
福
の
時
で
す
。
個
々
の
育
ち
の
過
程
に
し
っ
か

り
と
寄
り
添
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
自
己
肯
定
感
が
育
ま
れ
る
よ
う

な
言
葉
掛
け
が
で
き
た
の
か
。
発
達
に
最
も
大
切
な
「
あ
そ
び
」
が
自
由

に
探
求
で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
た
の
か
・・・
。
静
か
に
内
省
す
る
時
で

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
何
よ
り
も
た
く
さ
ん
の

体
験
環
境
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
で
し
た
。
光
は
明
る

く
、
温
か
く
私
た
ち
を
照
ら
し
、
希
望
を
与
え
、
愛
の
心
を
育
て
て
く
れ

ま
す
。
私
た
ち
は
、
す
べ
て
の
園
児
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
の
光
に
照
ら
さ
れ
、

「
神
様
の
子
ど
も
」
と
し
て
成
長
す
る
よ
う
に
と
祈
り
つ
つ
保
育
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
忍
耐
強
く
、
温
か
く
見
つ
め
養
い
育
て
て
い

く
こ
と
は
、
希
望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
て
春
を
待
つ
気
持
ち
に
通
じ
ま
す
。

金
子
み
す
ゞ
の
詩
に
あ
る
よ
う
に
、
昼
の
星
や
た
ん
ぽ
ぽ
の
根
の
ご
と
く
、

見
え
な
い
け
れ
ど
確
か
に
在
る
神
さ
ま
の
大
き
な
愛
と
人
々
の
愛
に
満
た

さ
れ
、
心
優
し
い
ひ
か
り
の
子
と
し
て
歩
む
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
う
に
祈
っ

て
お
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、
一
番
大
切
な
も
の
は
、い
つ

も
目
に
見
え
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

こ
の
一
年
間
、
保
護
者
の
方
々
に
は
色
々
な
面
で
ご
支
援
ご
協
力
を
戴

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
多
く
の
足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
を
お
詫

び
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

園
長

幼児期は社会性の土台つくり がると言われています。
土台がきちんと作られてきたら、４～５歳くらいの時期から社

会性を身につけるようにしていくといいと言われています。
社会性は、自分と他者の違いを受け入れ、そのことを考えた上で
行動するということです。園では年齢の近い子どもや先生との関
わりが中心なので、多様性のある関わりを持つには、いろいろな
人と出会える環境に積極的に連れ出すことも大切なことです。

子どもは１日の多くを占めている遊びの時間を通して、
※勝ち負けのうれしさ、悔しさ
※自由に創造する力
※がんばったときの達成感
※挑戦する積極性
※最後までやり抜く力、集中力

など、人生において重要となる様々
な経験をしています。また、子ども
同士で遊ぶ中では、
※「○○ちゃんを助けよう」といった思いやり

子どもはいつか独り立ちします。その時に重要となるのが ※「こういうことをしちゃいけない」などの道徳性
人付き合いや環境の変化に対応できるスキルです。そのスキ ※人との関係を築くためのコミニュケーション力 なども育む
ルの根本となる「社会性」を育むにはどうすればよいのでし ことができます。
ょう。 子どもにとって勉強もとても大切ですが、社会性は子どもが自
一般的には「自分の気持ちや考えを周りの人に理解しても 立していく上で最も重要な力といえます。人生の財産になる大切

らえるように表現する力」と考えられています。つまり、「聴 な力をしっかりと育んであげましょう。小さいうちは両親との関
く」「話す」「従う」など、他人とうまく関わるための基礎 わりを通して、してはいけないことをきちんと教えてあげること
的な力であり、その力を育てることが社会性を育む事につな は、社会性の土台形成に必要不可欠です。


